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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 8,040,483 13,058,391

経常利益 （千円） 450,756 702,750

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 315,874 468,904

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 306,561 514,609

純資産額 （千円） 4,603,124 4,357,078

総資産額 （千円） 11,776,102 12,137,490

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 207.33 307.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - -

自己資本比率 （％） 38.8 35.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 825,168 2,513,493

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,048,160 △1,401,906

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △298,014 △535,774

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,002,536 2,529,697

 

回次
第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成30年
　７月１日
至平成30年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 76.03

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税は含んでおりません。

３．当社は第79期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結累計期間については記

載しておりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 

(1)　経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に、景気は緩やかな回

復基調が続いているものの、米中貿易摩擦の激化が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場

の変動の影響が懸念され、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの関係する自動車業界では、各完成車メーカーの受注が好調に推移したことにより、売上高も順調

に推移し、当初の計画値を上回る結果となりました。

こうしたなか当社グループでは、品質管理及び原価低減を強化して、将来を見据えた生産性及び品質の向上を図

るための設備投資を計画に織り込み、収益の拡大に努めてまいりました。

この結果、当第2四半期連結累計期間における売上高は8,040百万円、営業利益434百万円、経常利益450百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益315百万円となりました。

また、設備投資といたしましては、受注の増加に伴う業容拡大に対応するため、名古屋第二工場に隣接する土地

を購入いたしました。隣接地の活用を含めた今後の投資計画といたしましては、販路の拡大に向けて順次展開して

まいります。

なお、当第２四半期連結累計期間については、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同

四半期連結累計期間との比較は行っておりません。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第2四半期連結会計期間末における流動資産は5,839百万円となり、前連結会計年度末に比べ238百万円減少い

たしました。主な要因は、現金及び預金（527百万円）が減少したこと等によるものです。固定資産は5,937百万円

となり、前連結会計年度末に比べ122百万円減少いたしました。主な要因は、有形固定資産の工具、器具及び備品

（216百万円）が減少いたしましたが、名古屋第二工場の隣接地の購入により土地（129百万円）が増加したこと等

によるものです。

この結果、資産合計は11,776百万円となり、前連結会計年度末に比べ361百万円減少いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は5,244百万円となり、前連結会計年度末に比べ385百万円減少い

たしました。主な要因は、設備関係支払手形（367百万円）が減少したこと等によるものです。固定負債は1,928百

万円となり、前連結会計年度末に比べ221百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入金（237百万円）が減少

したこと等によるものです。

この結果、負債合計は7,172百万円となり、前連結会計年度末に比べ607百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は4,603百万円となり、前連結会計年度末に比べ246百万円増加いた

しました。主な要因は、利益剰余金（254百万円）が増加したこと等によるものです。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、2,002百万円となりまし

た。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は825百万円の収入となりました。主な要因としては、

税金等調整前四半期純利益450百万円、減価償却費751百万円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は1,048百万円の支出となりました。主な要因として

は、有形固定資産の取得による支出が1,039百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は298百万円の支出となりました。主な要因としては、

長期借入金の返済による支出が237百万円によるものです。

 

(4)　重要事象等について

該当事項はありません。

 

(5)　対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は32百万円です。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,538,500 1,538,500
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 1,538,500 1,538,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
- 1,538 - 2,298,010 - -
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日東株式会社 東京都江戸川区東葛西6-23-4 501 32.92

酒井　政賢 東京都目黒区 200 13.13

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG

（常任代理人株式会社三菱UFJ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133

FLEET STREET LONDON EC4A

2BB UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内2-7-1）

66 4.38

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 60 3.98

ヤイズボデー工業株式会社 静岡県榛原郡吉田町住吉4483-1 57 3.74

水野　弘 静岡県榛原郡吉田町 39 2.58

クリナップ株式会社 東京都荒川区西日暮里6-22-22 32 2.13

株式会社紀文食品 東京都中央区銀座5-15-1 30 2.01

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 25 1.70

イクヨ従業員持株会 神奈川県厚木市上依知3019 19 1.28

計 － 1,033 67.85
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　15,000 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式　 1,520,500 15,205 -

単元未満株式 普通株式　　　 3,000 - -

発行済株式総数 1,538,500 - -

総株主の議決権 - 15,205 -

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式（失念株式）が300株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数3個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依

知３０１９番地
15,000 - 15,000 0.97

計 - 15,000 - 15,000 0.97

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社イクヨ(E02226)

四半期報告書

 7/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

また、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書及び四半期連結包括

利益計算書については、前第２四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＲＳＭ清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   
流動資産   

現金及び預金 2,529,697 2,002,536

受取手形及び売掛金 ※ 2,909,680 ※ 3,136,354

商品及び製品 95,570 106,819

仕掛品 80,286 86,697

原材料及び貯蔵品 174,670 211,115

その他 288,048 295,478

流動資産合計 6,077,954 5,839,003

固定資産   
有形固定資産   

建物及び構築物 5,007,078 5,046,232

減価償却累計額 △4,020,429 △4,056,153

建物及び構築物（純額） 986,649 990,079

機械装置及び運搬具 2,833,671 2,845,825

減価償却累計額 △2,492,884 △2,535,518

機械装置及び運搬具（純額） 340,786 310,306

工具、器具及び備品 27,131,768 27,574,690

減価償却累計額 △24,433,036 △25,092,715

工具、器具及び備品（純額） 2,698,731 2,481,975

土地 1,169,861 1,299,311

建設仮勘定 94,765 73,665

有形固定資産合計 5,290,793 5,155,338

無形固定資産 48,829 45,736

投資その他の資産 719,912 736,024

固定資産合計 6,059,535 5,937,099

資産合計 12,137,490 11,776,102

負債の部   
流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 3,455,353 ※ 3,559,588

1年内返済予定の長期借入金 474,000 474,000

未払法人税等 97,743 165,602

賞与引当金 87,574 100,506

前受金 215,559 131,313

設備関係支払手形 ※ 706,322 ※ 338,935

その他 593,432 474,566

流動負債合計 5,629,985 5,244,512

固定負債   

長期借入金 1,408,000 1,171,000

退職給付に係る負債 742,425 757,466

固定負債合計 2,150,425 1,928,466

負債合計 7,780,411 7,172,978

純資産の部   
株主資本   

資本金 2,298,010 2,298,010

資本剰余金 - 3,245

利益剰余金 1,950,272 2,205,205

自己株式 △26,559 △26,632

株主資本合計 4,221,723 4,479,828

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 159,826 157,568

為替換算調整勘定 △7,219 △17,387

退職給付に係る調整累計額 △48,853 △46,065

その他の包括利益累計額合計 103,754 94,115

非支配株主持分 31,601 29,180

純資産合計 4,357,078 4,603,124

負債純資産合計 12,137,490 11,776,102
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 8,040,483

売上原価 6,918,640

売上総利益 1,121,842

販売費及び一般管理費 ※ 686,886

営業利益 434,956

営業外収益  

受取利息 909

受取配当金 7,002

金型精算差益 21,336

その他 2,410

営業外収益合計 31,659

営業外費用  

支払利息 11,102

その他 4,756

営業外費用合計 15,859

経常利益 450,756

特別損失  

固定資産除却損 89

特別損失合計 89

税金等調整前四半期純利益 450,666

法人税、住民税及び事業税 148,793

法人税等調整額 △18,225

法人税等合計 130,567

四半期純利益 320,098

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,224

親会社株主に帰属する四半期純利益 315,874
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 320,098

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △2,258

為替換算調整勘定 △14,066

退職給付に係る調整額 2,787

その他の包括利益合計 △13,537

四半期包括利益 306,561

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 305,736

非支配株主に係る四半期包括利益 824
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 450,666

減価償却費 751,176

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,932

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,040

固定資産除却損 89

受取利息及び受取配当金 △7,912

支払利息 11,102

売上債権の増減額（△は増加） △240,536

未収入金の増減額（△は増加） △414

たな卸資産の増減額（△は増加） △55,742

仕入債務の増減額（△は減少） 116,340

未払金の増減額（△は減少） △6,128

前受金の増減額（△は減少） △83,923

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,610

その他 △46,057

小計 910,021

利息及び配当金の受取額 7,912

利息の支払額 △11,365

法人税等の支払額 △81,399

営業活動によるキャッシュ・フロー 825,168

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,039,351

無形固定資産の取得による支出 △3,200

投資有価証券の取得による支出 △2,233

貸付けによる支出 △3,875

貸付金の回収による収入 1,615

その他 △1,114

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,048,160

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △237,000

自己株式の取得による支出 △73

配当金の支払額 △60,941

財務活動によるキャッシュ・フロー △298,014

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △527,161

現金及び現金同等物の期首残高 2,529,697

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,002,536
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【注記事項】

（追加情報）

　　　　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　　四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしてお

ります。なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形及び電

子記録債権が四半期会計期間末日残高に含まれております。

　　　　　　　　　　前連結会計年度
　　　　　　　　　　（平成30年３月31日）

　　　　　　　　　　当第２四半期連結会計期間
　　　　　　　　　　（平成30年９月30日）

 
受取手形 10,299千円

電子記録債権 44,705千円

支払手形 440,306千円

設備関係支払手形 197,504千円
 

 
 5,767千円

 50,561千円

 422,737千円

 25,464千円
 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
　　至　平成30年９月30日）

運搬費 431,853千円

役員報酬 42,263千円

給与手当 75,010千円

賞与引当金繰入額 16,333千円

退職給付費用 3,352千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。
 

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 2,002,536千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 -千円

現金及び現金同等物 2,002,536千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 60,941 40.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日
後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、自動車部品事業を単一のセグメントとして運営しており、これ以外に報告セグメントがないため、

記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 207円33銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
315,874

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
315,874

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,523

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成30年11月12日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

 

ＲＳＭ清和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　浩史　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨ

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨ及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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